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 要旨
 
イスラーム世界の各地には、神から授けられた特別な力をもつと考えられ
ている人々が存在する。地域によって呼称の異なるこうした人々は、これまでのイスラーム研究で「聖者
(saint)」と呼ばれてきた。 「聖者」はその敬虔さ
ゆえに神から恩寵を授けられていると考えられ
、人々は彼らを信仰したりそ
の墓を参詣したりする。 「聖者」という語はもともと、キリスト教において中央 権威から「列聖」によって公式に承認された人々
を指す語である。こ
の語を、イスラームの諸社会 差異を無視して用いることの妥当性が、イスラーム研究において議論されてきた。本論では、これまでのイスラーム研究における「聖者」概念の妥当性を、西アフリカのイスラーム学術都市ジェンネのローカルな文脈に即して検討す 。
 
ジェンネには
alfa
と呼ばれる特別な力をもつと考えられている人々がいる。
alfa
の活動はコーラン学校の教師、薬やお守りづくり、卜占、人生儀礼の祈
祷など多岐にわたり、 住民の日常生活に欠かせない役割を担う。 こうした
alfa
の役割は、従来の研究から導き出される「聖者」のそれと一致する部分をも
ちながらも、より日常的で「現世的」である。
 
 
alfa
とそうでない者を分けるのは、聖俗の区分ではなく、 「よきムスリムで
ある」ことの相対的な程度の差である。ジェンネの
alfa
の位置づけは、これ
までの研究で「聖者」と呼ばれてきた人々をそうたらしめるローカルな文脈を、より詳細に検討していくことの重要性を示唆している。
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 １
 
はじめに
 
 イスラームは一般的に厳格な一神教と理解されがちである。しか
し実際には、世界のさまざまな場所に伝播し根づいていくなかで、その土地の
人々
の伝統的な信仰や慣習、政治的イデオロギーを包摂
し、
多様なかたちで
人々
に生きられてきた〔
G
eertz 1968,M
artin ed. 
1982〕 。そうし イスラームの多様なあり方のひとつとして、イスラ
ームの「聖者」への信仰実践が挙げられよう。
 
イスラームの宗教書などで論じられる場合、 「聖なる存在」とみな
される
人々
を指す言葉として、 「ワリー（
w
alī） 」が一般的である。
この言葉はクルアーンにも見られ、そこでは「信仰者の友」 （二章二五七
節） 、 「アッラーの友」 （一〇
章
六二
節）などと訳される、 「由緒
正しい」言葉である
（１）
イスラーム研究において、こうしたイスラーム世界各地でみられ
る聖なる存在とみなされる
人々
を総称するのに、
saintという語が用
いられてきた。日本語では「聖人」
「聖者」と訳される。
これは、イ
スラームの「聖なる存在」とみなされている
人々
を、キリスト教に
おける聖者
saintにならって呼んでいるのである 〔ターナー
 1994:88〕 。
キリスト教における聖者は、 「教皇による列聖という公式の手続き」をもって権威に承認されることで聖者となる〔
ibid.:91〕 。
 
〔大塚
 1989:85〕 。しかし、イスラーム世界
の各地でこうした聖な 存在の
人々
は、それぞれに異なる語で呼ば
れている。たとえばペルシア語圏ではピール（
pīr） 、アラブ世界では
シャイフ（
shaykh）やサイイド（
sayyid） 、シーディー（
sīdī） 、また
北アフリカ・マグレブ地方では、アラビア語の
m
urābitから転じたマ
ラブー（
m
arabout） 、東アフリカではファキー（
faqīr）と呼ばれる。
 
イスラーム世界で「聖なる存在」と認識されている
人々
をさすの
に、こうした背景をもつキリスト教における聖者（
saint）の語を用
いることに対 て、これまでさまざまな異論が
提示され
てきた。先
のターナーは、 「集約的で複雑で厳格な列聖の手続きは、キリスト教徒による聖人の資格の理解にとっては決定的なもの」であり、 「こうした集権的な教会的機構はイスラームに存在しないので、マラブーティズム（ここではイスラームの「聖者信仰」の意）についての公式または同種の用語法 ない」と断言する〔
ibid.:95、括弧内伊東〕 。
 
また、モロッコのイスラームを研究する堀内は、 植民地時代を通
じて蓄積され、のちにアメリカにも受け継がれた英仏の社会学的・人類学的研究業績の多くが、イスラム世界で参詣行動の対象となる人物を、その属性や脈絡にかかわりなく、無造作に
Saintと呼び慣わ
してきた」ことから生じる問題を以下 ように指摘する〔堀内
 
1999:320〕 。ひとつ目は、これまでターナーら西欧の研究者も指摘し
ている、
saintという語がカトリック世界で担ってきた含意が、宗教
的背景を異にするイスラーム世界の事象に投影される危険性である。ふたつ目は、
saintという語が指し示す人物群の範囲にかかわるもの
である。堀内が調査するモロッコに限定しただけ
で
も、
saintとして
扱われるのは著名な神秘主義者、イスラーム学術都市で活躍したイスラーム学者、名前すら知られ いない路傍 小さ
なお堂に祀られ
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た者、預言者の子孫など、多種多様であるという。また、ある特定の人物がワリーな かシャイフなのかなど、それを信仰する
人々
の
あいだにも見解の違いがみられる。こうした背景も社会的脈絡もさまざまな
人々を、その多様性や当事者内の見解の違いを無視してひ
とつの語に一括してしまうことに、合理的な説明の根拠は見出せない〔
ibid.:320-323〕 。
 
イスラーム世界のあちこちの異なる地域で「聖なる存在」とみな
され、それぞれの呼称で認識されている人々を一括して「
saint」 「聖
者」と呼ぶことの妥当性を、ローカルな文脈にそくして検討する必要がある。
 
 
２
 
これまでのイスラーム研究における「聖者」像
 
 イスラームのさまざまな「聖なる存在」を「聖者」と称すること
の妥当性が問題視されている。しかし、これまでのイスラームにかんする社会学的・人類学的研究が「聖者」 いう呼称 もとにさまざまな存在を一括してきたのは、 （すくなく も調査者 視点からみると） 同じ言葉で称することも可能に思われるなんらかの共通点が、そうした
人々のなかに見出せたからであろう。たとえば鷹木はチュ
ニジアの事例で、 数多く祀られ いる村の聖な 存在の かには 「学者や神秘家であった人物ばかりでなく、 ・・・氏族の始祖 遊牧民出身の聖者、木や石など自然と結びついた聖者、 らに異教徒のユダヤ教徒などまでが含まれている」とその多様性を具体 指摘しな
がらも、 彼らを 「聖者」 という語であらわしている 〔鷹木
 2000:193〕 。
 
イスラーム「聖者」という語の妥当性を再検討する前に、こうし
たこれまでのイスラーム研究で「聖者」と呼ばれてきた
人々
にある
共通性を明らかにしておきたい。
 
冒頭に述べたように、
イスラームの宗教書などで論じられる場合、
「聖なる存在」とみなされる人々は「ワリー（
w
alī） 」と呼ばれるの
が一般的である。コーランにも見られるこの語が、ムスリムにとって観念的なものにとどまらず現実の生活や実践に重要な影響力を与えるようになるのは、
八
世紀後半にイラクで発生したといわれるス
ーフィーによるところが大きい。
 
スーフィーはもともとアラビア語で羊毛を意味する
sūfに由来す
る。羊毛を身にまと 者、つまり粗末な衣を とって 清貧で敬虔な生活を送る者（
sūfī）を指した。今日ではこの語に英語の
-ism
をつ
けスーフィズムとも呼ばれる。スーフィズムは八世紀後半から九世紀初頭のイラクで
、
スンナ派の
形式化・律法主義への批判として興
った運動で、当初は一部のウラマー（
ulam
ā、イスラーム学者）が主
な担い手であった。 「アッラーへの神秘的な愛」を強調し、
修行を通
じて自己とアッラーとの 消融」 めざすスーフィズムは、
その後、
現世利益的な傾向を強めながら、次第に都市の民衆へ 広がっていった〔
Schim
m
el 1975, ニコルソン
 1980〕 。
 
民衆に広まったスーフィズムでは、熱心な修行の末に「消融」を
得た修行者や奇蹟的な所業をなす者が、そこに集う
人々
の指導者的
存在となり、
人々
は彼らを
w
alī（
聖者）とみなした
のである〔ニコ
86 
ルソン
 1980:127〕 。中国やインド、エジプト、北アフリカなどイス
ラーム世界の各地にみられる聖者や聖者信仰のすべてが
、
かならず
しもス フィズムと関係があるわけではないことに留意しなくてはならないが〔赤堀
 2005:8〕 、聖者や聖者信仰の民族誌的研究が、ス
ーフィズムの運動や教団が根づいてい 地域を対象としてさかんにおこなわれてきたことは事実である。
 
 
初期のスーフィズムの聖者の来歴や奇蹟譚を紹介した著作は、二
〇世紀はじめのものを中心に数多く存在す 〔
e.g. Sm
ith 1928〕 。こ
れらの
著作は、彼らが生きた当時（八世紀から一〇世紀頃）のアラ
ビア語史料をもとに、初期 聖者信仰における聖者の様子を描き出している。そ 後二〇世紀前半 イス 聖者研究は、とくにフランスで、その植民地であった北アフリカ・マグリブ諸国の聖者信仰を研究 たものがさかんになされ 〔
D
outté 1900, LeTourneau 
1954〕 。聖者信仰を「正統的イスラーム」から外れた「部族（
tribes）
のイスラーム」 「イスラーム カルト」
（２）
一九六八年、ギアツはモロッコとインドネシアというふたつの場
所におけるイスラームの実態を、それぞれ ロー ・コンテキストと歴史的展開に着目して比較考察した〔
G
eertz 1968〕 。これは聖者
信仰を中心的に扱った研究ではないが、この研究でおこなわれた、地域によって異なるイスラームのあり方 具体的な事例をもとに描き出していく試みは、その後もさまざま 地域を対象としてなされ
ていった〔
e.g. Eickelm
an 1976, M
artin ed. 1982, M
unson 1993〕。こうし
たローカル・コンテキストに着目したイスラーム研究の広がりのなかで、社会的・歴史的文脈に応じてさまざまな形態をとるイスラーム（
islam
s）のひとつのあり方として聖者信仰を捉えようとする民族
誌的研究が、一九八〇年代以降さかんになされるようになった。
 
〔
D
outté 1990:2-3〕と捉
えるという、のちに批判さ る視点 通じてではあるが、 「聖者」と呼ばれ 人々 来歴などが紹介さ ている。
 
アジアの聖者信仰についていえば、インドにおけるイスラーム聖
者の実践を、他宗教と
混淆しつつ展開する
「民衆宗教」のひとつの
かたちとしてとらえた加賀谷の研究がある［加賀谷
 1982］ 。
Van der 
Veerは、インドネシア・グ
ジャラート州のある村において
、
イスラ
ーム聖者（
pīr）が複数の異なるムスリムの集団やヒンドゥー教徒か
らも信仰され、それぞれの立場にとって異なる意味が付与されていることを報告している〔
Van der Veer 1992〕 。
 
聖者信仰の研究がさかんな北 フリカについて言えば、たとえば
チュニジアのジェリード地方セタダ村で調査をおこなった鷹木は、村のイスラーム化や国家の歴史と照ら あわせながら
人々
のあい
だに伝わる聖者の奇蹟譚や聖者廟参詣の様子を描いている〔鷹木
 
2000〕 。また、大塚はエジプトの聖者廟に参詣する人々が何を祈願し
ているのかなどを詳細に示し、こうした実践をイスラームにおける「異端」や「迷信」 、 「セクト運動」とみなしてきた解釈〔
Lane 1978, 
Turner 1974, ウィルソン
1972〕ではなく、行為者（聖者信仰をする
人々
）の「主観的な」理由づけから理解することの必要性を論じた
〔大塚
 1989:第四章〕 。堀内は、聖廟の「観光」化などを含むモロッ
コにおける聖者信仰の複合性を、聖者の 性 歴史的系譜によって
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跡づけている［堀内
 1985］ 。また、
人々が廟に祀られる聖者とどの
ように「コミュニケーション」し
ているのかを、聖者に病気治癒を
祈願する彼らの発話や身体的動きに着目して論じるモロッコの事例研究もなされている〔
A
khm
isse 2000〕 。
 
こうした変遷をたどるイスラームの聖者を扱った研究から、地域
的・歴史的なヴァリエーションのなかにも共通する「聖者像」を抜き出していく。それを簡潔にまとめると、以下のようになろう。まず、 （１）彼らは過酷 修行経験や信仰実践の敬虔さゆえに、アッラーから恩寵（バラカ）を付与 。 （２）恩寵が与えられていることを証明するのは、難病の治癒や未来 予言など 他の者 は成しえない奇蹟的な所業である。 （３）その聖者のも には、彼とのかかわりを通じてアッラー 恩寵を受けられ と考える
人々
がやっ
てきて、アッラーへの「とりなし」を願う。 （４）多くの場合、聖者がアッラー ら授けられた恩寵はその持ち物や墓 どに宿り、
人々
に力を与えると考えられている
（３）
 
。
 
３
 
ジェンネの
al
fa
 
（４）
 
２節で概観した先行研究から導き出される「聖者」像をふまえた
うえで、以下ではその妥当性を、西アフリカ・マリ共和国のイスラーム学術都市ジェンネ（
D
jenné）で
alfaと呼ばれる人々の事例をもと
に、再検討していきたい。
 
ジェンネ語
（５）
の
alfaは、アラビア語でイスラーム法学者を意味す
る
al-faqīh（アル・ファキーフ）が訛化したものであるという。
alfa
を他の言語（マリの公用語であるフランス語やイスラームの中心的言語であ アラビア語）に訳す必要がある場合、
saint,m
arabou,w
alī
など、いずれもこれまでの聖者研究 「聖者」とされてきた語が用いられる
（６）
alfaの活動の詳細
を紹介する前に、
alfaが生きるジェンネの町につ
いて、そのイスラーム化の歴史を中心に概観しておく。
 
。しかし、ジェンネの
alfaあり方は、必ずしもこれまで
の聖者研究から導き出された「聖者」のそれとは一致しないように思われる。
 
 ３‐１
 
ジェンネのイスラーム化
 
ジェンネは西アフリカの内陸部に位置する
、
マリ共和国中部の都
市である。ニジェール川とそ 支流バニ川 季節的な自然氾濫原が形成する内陸三角州の南端に位置し、町の周囲はバニ川やその分流に囲まれている。面積は一平方キロメートルに満たず、限られた土地に一〇以上のエスニック・グループからな 約一万四千人（二〇〇七年現在）の
人々
が暮らす。町で唯一のモスクである
jingar bere
（ジンガ
ル・ベル、ジェンネ語で「大モスク」 意）をはじめ、町
じゅうの建築物が泥からできており、建築のユニークさとイスラーム学術都市、交易都市としての歴史から 一九八八年にユネ コの世界遺産に登録された。
 
 
西アフリカ内陸の重要な交通路であったニ ール川の支流に囲
まれ水利がよく、交易品となる穀物や綿花 栽培もさかんであった
88 
ジェンネは、ふるくから交易の要所でもあった。現在のジェンネから南に約三キロメートル離れたジェンネ・ジェノ（
D
jenné-djenno、
ジェンネ語で古ジェンネの意）が町のかつての中心地である。考古学
調査によって、ここには紀元前三世紀から
人
の集住があり
〔
Es-Sa’di 1964:22, M
cIntosh and M
cIntosh 1981:1〕 、 一〇世紀頃には複
数の小集落の集合からなる人口一万ていどの町が形成され、農業・漁業・牧畜・交易がおこなわれていたことが明らかになっている〔
M
cIntosh and M
cIntosh 1981〕 。
 
一二世紀ごろ、
人々
は徐々にジェンネ・ジェノから現在のジェン
ネへ移動を始めたと考えられている〔
ibid.:16〕 。移住の理由は、水流
の変化により交通手段である舟の接岸が困
難になったからと言われ
ている。もうひとつの可能性として、 ・ジェノの周囲に多数の割れたテラコッタ像が放置されていること 、イスラーム化した
人々
が偶像を打ち棄て、新しい土地に移ったという理由も挙げ
られているが〔
M
cIntosh 2002〕 、定かではない。
 
現在のジェンネの町は一三世紀頃に成立したと考えられている
〔
M
cIntosh 1981:10〕 。ジェンネで「最初のイスラーム改宗者」とさ
れる
K
oi K
om
boro（コイ・コンボロ、ジェンネ語でコンボロ王の意）
がムスリムになったのもこ 頃で［
M
onteil 1971:38］ 、改宗にさいし
て彼は
、
領土内から「四二〇〇人のイスラーム学者」を招いたとい
う伝承も残さ ている〔
ibid.:38〕 。四二〇〇というのは誇張された数
字ではあろう 、この伝承か 、当時すでに相当数のムスリム知識人がジェンネの周囲に居住もしくは往来していたことが推測されよ
う〔
C
lark 1982:48〕 。コンボロ王は改宗後に自分の王宮を壊してモス
クを建設させ、これがジェンネでの最初のモスクとなった〔
M
onteil 
1971:39〕 。彼は自身が改宗したものの、住民に改宗を強制したり政
治体系をイスラームに依拠したものに変更したわけではなく、住民のイスラーム化はその後数世紀をかけて、徐々に展開していった。
 
 
ジェンネの住民のイスラーム化がすすむのは、ジェンネがソンガ
イ帝国の
範
図にはいって、北部の都市トンブクトゥとの交易のつな
がりがより強まる
、
一四世紀頃のことである。一五世紀にはジェン
ネはトンブクトゥと並んで、多数の学者を擁するイスラーム学術都市として栄えた ［
M
onteil 1971:41-42, K
onaré B
a 2002:30-32］ 。 その後、
一六世紀末にソ ガイ帝国がモロッコの侵攻によって崩壊す
ると、
ジェンネにもモロッコ 任命したカーディー（
al-qādī、イスラーム
法にのっとった裁判権・警察権などをもつ役人）が派遣 れ（一五九一年） 、ジェンネの王は一定の政治的権限を保ちながら、モロッコの支配下にはいる［
M
oteil 1971:48］ 。この頃にはジェンネの住民の
多くがムスリムであ たと考えられているが、ジェンネの王はイスラーム法と「慣習法」を合わせた法で住民を統治 〔
ibid.:53〕 、住民
のイスラーム 実践も「周囲の偶像崇拝への信仰などと順化したゆるやかなものであった」と言われている
（７）
それまでのジェンネのゆるやかな信仰実践に大きな変化をもたら
すジハード （イスラーム聖戦） が起こる は、 一九世紀前半である。ジハードによってジェンネ 北西部にマーシナ帝国を興 たセク・アマドゥは、
一八三〇
年代にジェンネも統治下におさめた〔
B
â et 
［
Es-Sa’di 1964:60］ 。
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D
aget 1962:151-152〕 。彼は、政治組織や徴税の体系だけでなく、衣
服や歌・踊りなどにおいても「厳密な」イスラームの実践を
人々
に
徹底することをめざした〔
Johnson 1976〕 。
 
一九世紀後半から二〇世紀初頭になると、ジェンネを含むニジェ
ール川内陸三角州一帯にも、
直接的なフランス植民地支配が及んで
くる。ジェンネは一八九三年にフランス植民地政府によって制圧され、一九六〇年の独立までフランス植民地の一部となった。
 
フィッシャーは、西アフリカにおけるイスラーム化の過程を「隔
離」 「混合」 「改革」 三段階に分けて分析して る［
Fisher 1973］ 。
彼によると、外部のムスリム商人によってイスラームがもたらされたものの、大多数の民衆はそれと直接的なかかわ はも ずに「隔離」していた段階から、都市部を中心にもともとあった信仰体系や生活様式に適応しながら「混合」する段階
を経て
、つぎに「より純
粋なイスラーム」を求める学者たちによ 「改革」の動きが高まる段階に至るという〔
ibid.:36〕 。
 
ジェンネにおけるイスラームも、 この段階に沿って理解できよう。
一三世紀に首長が改宗し、交易のた 多数の外来 居住・往来があるものの、住民はイスラーム 深く かわりはもたない（「隔離」
）。その後徐々に住民のイスラーム化が進んだが、 「伝統的」
「偶像崇拝的」信仰は続けられ、一五世紀にイスラーム学術都市として内外からの学者・学生を擁す ようになったあとも、 比較的 ゆるやかな」イスラームの信仰実践がみられる
（「混合」
）。その後、そ
れにたい より純粋な信仰」をもとめ 動きが一部 者のな
で「時限爆弾」 〔
ibid.:36〕のよう蓄積され、反動として「厳格な」イ
スラームがもたらされた（
「改革」
）。
 
ジェンネは町の興り以来、一定の独立を保ちながらも、マリ王国
やソンガイ帝国、モロッコやジハード国家など、さまざまな勢力から影響を受けてきた〔
M
onteil 1971〕 。それぞれの勢力はイスラーム
へのコミットメントの度合いが異なるため、その変遷は現在のジェンネのイスラームの在り方、
alfaの役割にも反映されていると考えら
れよう。
 
 
３‐２
 
ジェンネの
a
l
f
a
 
ジェンネでは、
モスクからの礼拝の呼びかけをおこなう
m
u'adhdhin（ムアッズィン）
、
地域のイスラーム指導者である
im
am
（イマーム）といった
、
いわゆるイスラームの正統的役職者やコー
ラン学校の教師だけでなく、イスラームと土着の伝統との混淆の度合いがより強いとされるお守りづくり、薬づくり、卜占
などの
営み
をおこなう
人々
も
、
alfa
と称される。特殊な力をもつとされる彼ら
は、こうした営みを通じて、ジェンネの人々
の日々の生
活に不可欠
な役割を果た ている。
 
一九九八年に市がおこなった調査によると、ジェンネでは就労人
口のうち約一三．三％が、
m
araboutage（マラブタージュ、フランス
語の表現で
m
araboutの仕事） 、つまり「聖者業」に就いているという
〔
D
N
U
H
 1998〕 。 土地の肥沃なニジェール川内陸三角州の南端に位置
し、交易都市としても栄えてき ジェンネでは、農業・漁業・牧畜・
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商業などもさかんである。 多くの
alfaはこうした生業とイスラームに
かかわる仕事をかけもちながら生活している。
農業・漁業・牧畜・
商業などの職業はそれ
ぞれを専業とするエスニック・グループが担
っているが、
alfaにはどのエスニック・グループであってもなること
ができる。
 
 
３‐２‐１
 
a
l
f
aの種類
 
 
 
地域の宗教的指導者で
、大モスクでの礼拝の指揮をつとめるイマ
ームも
alfaのひとりである。イマームの役職は世襲ではなく、
alfaや
各街区の代表者ら
が
協議したうえで、住民の総意を代表するかたち
でジェンネ
K
oyra K
okoi （８）
 
しかし、ジェンネの
alfaの大多数を占めるのは、こうした役職者
はない
alfaである。
ジェンネの
alfaたちの説明によると、その活動は
いくつかの「種類」に区分できる。
 
（コイラ・ココイ、ジェンネ語で町の
長の意
）が任命する。イマームの補佐役やモスクで礼拝の呼びかけ
をおこなう複数のムアッズィンは、イマー
ムが適任者を選ぶ。こう
した「役職者」も、ジェンネに数多くいる
alfaのひとりである。
 
まず、
alfaの活動は「
siri alfa（シリ・アルファ） 」とそうでない
alfa
の二つに分けられる。
siri alfaとは、 「秘密（
siri） 」や「黒い知識（
bai 
bibi） 」を用いて人々に薬を処方したり卜占をおこなう
alfaである。後
者の「
siri alfaでない
alfa」は主にコーラン学校の教師をつとめている
者をさす
（９）
 
。
 
３‐２‐２
 
コーラン学校の教師としての
a
l
f
a
 
 
alfaの主な活動のひとつは、コーラン学校の教師である。ジェンネ
語でコーラン学校は
tira hu（ティラ・フ）と呼ばれている。
tiraとは
宗教的なものやその力の宿ったものを意味し、
huは家の意である。
ジェンネには が五八校あり、ジェンネの子どもたちの大半が通っている
（
10）
ジェンネの子どもたちがコーラン学校に入るのは七歳からで、修
了時期は生徒個々人の習熟度によって
異なるが、 （ 「近代」学校の中
学校にあがる前の）一二歳から一五歳くらいまで通うのが一般的である。
alfaは早朝からそれぞれの自宅やモスク前の広場などで、二〇
人ていどから一〇〇人以上にもなる生徒を集めて、コーランの暗誦と筆記の授業をおこなう。八時すぎにいったん授業は終わり、夕方からまた再開される。
 。
 
おもに
七
歳から
一〇
代半ばの子どもを対象にしたコーラン学校の
ほかに、コーランの暗誦を修 してさらに上のイスラーム法学やハディース かんする学問を学ぶ生徒のための高等コーラン学校がある。ジェンネ は高等コーラン 校が約一
〇
校あると言われ
、一部
の
alfaはここでも教えている。
高等コーラン学校に通う年齢に制限は
なく、
「生徒」のなかには一〇代の子どもから、すでに自身もコーラ
ン学校で数十年教えている
alfaもいる
（
11）
。
国内外から生徒がやっ
てきて、
alfa宅に居候しながら高等コーラン学校で学んでいるという
（
12）
預言者の誕生月を祝うマウルード（生誕祭、アラビア語ではマウ
。
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リド
m
aw
lid）の期間中やラマダーンの月など、ムスリムにとってと
くに神聖で重要なときには、高等コーラン学校を中心に
ジェンネ中
の
alfaが参加してコーランの詠誦会が開かれる。 とくにラマダーンの
月には、一ヶ月間の毎夕、盛装した
alfaた
ちが代表者の庭先や町の広
場に集まって、
日が暮れるまで
集団で
詠誦
をおこなう。そしてラマ
ダーン月の
二七
日目には、高等コーラン学校のうち規模の大きな
八
校で、
doruso（
ドルソ、
ジェンネ語で「暗誦」の意）が夜を徹して
おこなわれる。ドルソとは コーラン学校を修了 者がひとりひとりリレー形式でコーランの暗誦をおこな
う
セレモニーである。夜
の
九
時ごろから
翌三
時ごろまでという
深夜
に行なわれる
に
もかかわ
らず、 ジェンネの人々は高名な
alfaのコーランの暗誦を聞くという貴
重
な
機会に立ち会うため、複数のコーラン学校をはしごしてこの行
事へ足を運ぶ。
 
 ３‐２‐３
 
人生儀礼と日常生活における
a
l
f
a
 
 
alfaはコーラン学校におけるイスラームの知識の伝達だけでなく、
さまざまな人生儀礼においても、その特別 力を
人々に分け与える
ことが求められている。
 
以下にみる名づけ、割礼、結婚、葬儀といった儀礼に
alfaは不可欠
である。 それは儀礼の定まった式次第のなかに
alfaによる祈祷が組み
込まれている からも明らかであるが、また
alfaへ十分な謝礼を
支払えないために
儀礼を延期する住民がいることからも垣間見える。
儀礼で祈祷をするために招 れた
alfaには、 謝礼として金品が渡され
る。定まった額があるわけではなく、
物でもよいし、善き
alfaが困窮
者に高額な謝金を要求す のははしたないこととされているので、支払える範囲で渡せばよい。しかし、
人々は暗黙の「相場」 （たとえ
ば割礼の場合には一万五千セーファ・フランていど
（
13）
）
を気にし
て、それが貯ま まで儀礼を延長しようとする場合さえある。謝礼を十分に払えないから
alfaの祈祷を抜きにして儀礼を行なおうとい
う考えは人々のなかになく、 一九八〇年代に干ばつが続いた時には、準備に必要な他の出費 捻出できないこともあり、割礼や結婚式を適切な時期から先延ばしする家が続出したという
（
14）
 
。
 
誕生と名づけ
 
 
子どもが誕生すると、誕生から七日目の朝に名づけの式がおこな
われる。これがジェンネの人にとって、一生のうちで最初の
alfaとの
かか りと言えよう。名前はすでに親や親族が決めてい が、
alfa
から祝福を受ける の日に、
ようやくその名が家族以外の
人々
にア
ナウンスされる。すでに赤ん坊の名が決まってい も、名づけの式より前に口にだして呼ぶことはない。
 
 
早朝、赤ん坊の家の前に人々
が集まって祝いの食事をしていると
ころに、
alfaがやってくる。
alfaは家の前でコーラン 一節 唱えた
後、赤ん坊の父親と
共に
子の名を参列者に告げる。赤ん坊は男児女
児問わず剃髪して丁寧に洗い清めら 、
alfaの腕にだっこされながら、
生まれてはじめての祈祷を受ける。
alfaはジェンネ語もしくはその子
どものエスニック
･グループのことばで、 成長の無事のための加護を
92 
アッラーに乞い、 最後に自身の唾をぷっと軽く赤ん坊に吹きかける。
 
一〇年から一五年ほど前までは、 この名づけの式は
alfaの家でおこ
なわれていたが、近年では自分の家でおこなう場合が大半である。alfaの家でおこなわなくても、命名に
alfaを招くことは必須である。
命名の式における祈祷は 親やその家族が通ったコーラン学校の教師をつとめる
alfaや、 日ごろから悩みの相談やお守りづくりなどをお
願いしている
alfaに依頼するのが通例である。
 
 
また多くの場合、命名の際に
alfaはお守りを赤ん坊にとりつける。
これはジェンネ語で
tira ije（ティラ・イジェ、子どものお守りの意）
と呼ば る。
alfaが一〇センチ・メートル四方ほどの小さな紙にコー
ランの一節を書き入れて祈祷をほどこし、それを皮革細工職人のもとに持ち込んで
、
牛皮の小さな袋に縫いこめてもらう。この袋を数
個から数十個連ねたものを、 命名の際に
alfaが赤ん坊の腰まわりにつ
ける。これは赤ん坊を悪い病やジン（イスラームの悪霊）から護るためであり、特 ジンからの攻撃 受けやすいと考えら る赤ん坊には不可欠のお守りである。
 
 割礼
 
 
ジェンネ語で割礼は
bango（バンゴ）と呼ばれ、男女ともにおこな
われる。 の義務はコーランに記されてはいないが、ハディースに拠って
、
男子を中心にイスラーム世界で
広く実施されている。女
子割礼をおこなうのはイスラーム は必ずしも一般的ではないがジェンネでは男女ともに割礼をするのが当然だ る。
割礼は結
婚式と同じくらい重要で盛大におこなわれるべき行事と考えられており、割礼を終えるということは、ひとりの人として認められる準備ができた、 いうことを意味するという。
 
割礼が実行される日とその前後の計一五日間、子どもたちは世話
役の大人と寝食をともにする。
alfaはその初日と最終日に子どもたち
が寝食をともにしている家（
bango hu、割礼の家）を訪れ、彼らの
ために祈祷 行なう。
alfaはまず、 初日に割礼前の青い貫頭衣 （
bango 
horo derve、割礼入りの衣）に身を包んだ子どもたちにむかって、彼
らが割礼をほどこすこ のできる一定の年齢にまで無事に成長したことへの祝い 述べる。つづいて割礼の無事のための祈祷がおこなわれる。
alfaはコーランの一節を唱えながら、子どもたちの頭や服、
身に着けているお守り、履物のひとつひとつにゆっくりと触れ、唾を吹きかける。最終日にも同様に、
alfaによる祈祷が行なわれる。
 
 婚姻
 
 
近年では結婚相手を本人が選び、それを親や親族に承認してもら
う
という手順で する夫婦もみられるようになってきたが、多く
はこれまでのやり方を踏襲し、 息子の結婚相手を父親が選ぶと う。その父親と結婚相手の親との仲介をつとめ が
alfaである。
 
 
息子に合うと思う結婚相手を父親が見つけると、父親は彼自身が
お世話になった（そして多くの場合その息子もお世話になった）
alfa
に、 相手方の家族との仲介を依頼する。
alfaはその依頼を承諾すると、
一人で相手方の家へ出向き、父親の意向を伝える。その際に
alfaは、
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父親から託された五千～一万五千セーファ・フランの現金とコラの実一〇個～
六〇個を持参する。相手方の父親が承諾すれば、その旨
が申し出た側の父親に伝えられる。その後父親は相手方の家や
alfa
のもとを何度も訪れ、 （子どもがまだ若い場合には） 婚約期間や （近々結婚する場合には）式の日どりなどを
alfaの助言をもとに決める。も
ちろん申し出 断られる場合もあるが、 し最初に息子の父親の意を相手方に伝えて断られた場合は、
alfaが何度かその家へ足を運び説
得するという。それでも無理な その旨を申 出た側のに伝え、ときにはその父親と一緒に息子 結婚相手 選びなおすこともある。
 
 
離婚の際にも、
alfaは仲介をおこなう。離婚に至らないように夫婦
双方から話を聞いて助言をおこなうが、それで 離婚に至ったときには、財産分与のほかに夫から妻へ最低限必ず支払わなければならないお金がある。それは
hii jey arm
a（ヒージャルマもしくはヒージ
ェイ・アルマ 結婚財の意）と呼ばれ、現在は二万セーファ・フランていどが相場である。離婚 際、ヒージャルマを夫から預かって妻とその家族へ手渡すのも、
alfaの役割である。
 
 死と葬儀
 
 
人が亡くなったときにその遺体を洗い清めるのは、それが男性で
あれば親族の男性、女
性であれば親族の女性である。その際に亡く
なった人の男女を問わず傍らで手助けをするのが、亡くなった人が生前にお世話になった
alfaである。遺体が洗い清められると、
alfaは
親族とともに遺体に清潔な白い綿布を着せ、ござやむしろに包む。
 
 
親族や近隣の人々が列をなして遺体を運び、 親族の男性と
alfaがそ
の列の先頭につく。家が町のどこにあろうと葬列は必ずジェンネの大モスク 前を通過し、モスク前の広場で、
alfaの主導のもと葬儀の
礼拝がおこなわれる。その後
葬列
はジェンネの町の北はずれにある
墓地に向かい（亡くなったのが
子どもの場合は町のなかに複数ある
子ども墓地に向かい） 、 遺体を埋葬する。 その際に墓穴へ降りるのは、近しい家族と、 穴を掘り土をかぶせる役目の大工、 そして
alfaである。
 
 日常生活における
a
l
f
aの役割
 
 
ジェンネの
alfaには「
siri（シリ、秘密） 」を用いて薬づくりやお守
りづくり、卜占をおこなう
siri alfaも存在する。しかし
siri alfaだけが
こうした活動をするのでは く、 コーラン学校の教師をつとめる
alfa
も、
siriを用いた活動をおこなっているのが大半である。そのため、
siriを用いた活動のみをなりわいとしている
alfaを、
他の
alfaと区別し
て
safali koi alfa（薬づくりアルファ）と呼ぶ場合もある。
 
siriをもちいた
alfaの活動は多岐にわたる。ここでは、ジェンネで
七〇年以上
siri alfaとして活動し、ジェンネのみならず国内の都市や
村々、隣国からも彼を頼って相談者がやってくると う、九〇歳のママドゥ・ニャフォのはなしをもとに記述してい 。
 
彼によると、
siri alfaの仕事には二種類ある。ひとつは、紙に文字
や模様を描いて将来を占ったり、スーラ（コーランの節） 書いた紙をもと
にお守りを作ったりする「
rasirari（ラシラーリ） 」 。もうひ
94 
とつは、 「決して紙に書かれることはなく、あたまに入っている黒いことば（
chiini bibi）や黒い知識（
bai bibi）をもちいておこなう仕事」
である。彼のもとに相談にくる「客」は、ジェンネの住民が大半であるが、ジェンネで定期市が開かれる毎週月曜日には、外国をふくめた他所からの客が途切れることな 訪れる。
 
彼のもとを訪れる人々の相談でもっとも多いのは、 「悪しきものに
攻撃された」ために心身に問題をかかえた人の治療であ 。 「悪しきもの」とは、ジン（イスラーム 悪霊） 、
cyarko（チャルコ、呪術師）
や
asetan（アセタン、悪魔） 、
yerkoi ngaari（イェルコイ・ンガーリ、
アッラーを自身から追い出した者の意。 まり呪術師でも悪魔でもないが、ねたみや敵意から神への気持ちすら忘れ 他人を攻撃す者） どである。チャルコに憑かれ ために目を充血させて暴れだした人にチーニ・ビビ（黒いことば）を唱えてチャルコを追い出したり、アセタンに襲われて心臓の鼓動が感じられないほどに弱った人に薬を処方したりするという。
 
こうした緊急を要する相談の他にも、不妊
に悩む女性や早い出世
を願う公務員、 好意をいだ てい 相手と相思相愛になり い若者、商売がうま
くいかない商人、夫婦仲や親族との関係に悩む夫・妻な
ど、さまざまな悩みを抱えた人々がやってくる。
siri alfaはそれぞれ
の悩みに応じて、町の周辺でとれる植物の皮や根からつくった飲み薬やお守り
usuran（ウスラン、ジェンネ語で嗅ぎ薬、お香）を処方
したり、卜占や祈祷をおこ う
（１５）
 
siri alfaはコーラン学校の教師をつとめる
alfaらと異なり、
人々への
イスラームの薫陶というよりも、日々の生活で直面する悩みの相談の解決をめざしている。しかしその力は「アッラーのおかげで保たれている」ものであり、た え薬の製法や知識を知ってはいても、それは「アッラー 加護がなければ発揮できないも 」であると説明される。 相談におとずれる人々も、 彼らのことを
alfaと呼んでいる。
 
。
 
 
４
 
ジェンネの
al
faをつうじた「聖者」概念再考
 
  
前節でみたように、ジェンネで「聖者」を意味する
alfaと呼ばれる
人々
の活動は、生活に密着して多岐にわたっている。これがこれま
での聖者信仰や聖者
研究から導き出されるイスラーム聖者像とどの
点で共通し、どの点で異なっているのかを、１節でみた聖者像と対比させてみていこう。
 
alfaはジェンネ内外のコーラン学校で子供のころからコーランや
イスラームの諸学問を習得した者 ある。彼らが子供の名づけや割礼のさいに招かれて祈祷 お なうのも、お守りづくりを依頼されるのも、彼らの敬虔さや「よきムスリム」で ことでアッラーから授かった恩寵（バラカ）が、それらを通じて
人々
に分け与えるこ
とが望まれているか である。また
alfaは、
人々がかかえる心身の悩
みに対して薬をつくったり、助言をおこなう。これは主に
siri alfaの
活動で、これらはその
alfaだけの、もしくは
alfa terey（アルファであ
ること、
tereyは英語の
‐
hoodの意に近い接尾語）の内部だけで知ら
れる
siri（秘密）をもとになされる、とされる。
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こうした
alfaの活動や人々とのかかわり方は、
１節でみた聖者像の
（１）から（３） 、つまり、 （１）聖者は過酷な修行経験や信仰実践の敬虔さゆえに、アッラーから恩寵 バラカ）を付与され、 （２）それを証明するのは、難病の治癒や未来の予言など、他の者には成しえない奇蹟的な所業であり、 （３）その聖者のもとに 、彼とのかかわりを通じてアッラー 恩寵を受けられると考える
人々
がやってき
て、アッラーへの「とりなし」を願う、という点に一致する。
 
しかし、聖者信仰の研究が示す第四の点、 「聖者がアッラーから授
けられた恩寵はその持ち物や墓などに宿り、
人々
に力を与えると考
えられている」という点に、ジェンネ
alfaは必ずしもあてはまらな
い。儀礼で
alfaが人々の衣服・持ち物に触れたり唾を吹きかけたりす
る所作は、 接触によって
alfaに宿る力を伝えていると考えられるため
一致するが、ジェンネで
alfaの墓が参詣の対象になるこ はない。ジ
ェンネにも過去の「聖者」が埋葬されている墓は六〇ていど存在するが
（
16）
 
alfaは人生儀礼や学校、 日常生活のあらゆる場において必要不可欠
とされている。その役割から、彼らはジェンネの社会における「司祭」であり、教師であり、世話役 占い師、医者、カウンセラー
ある、ともいえよう。もちろんジェンネの人々にとって
alfaはどのよ
うな役割を果たすときでも「
alfa」であって、彼ら自身がこうした呼
称を用いているわけではない しかし、 で
人々
に職業を尋
ねると、漁師であ 、米を作っている、機織りである、といった返答と同じように、 「私の職業
alfaである」という返答がなされる。
alfaの「現世的」な特徴は、この点からも明らかである。
 
〔
D
iakité 2001:57〕 、そこは参詣や祈願の場ではない。
人々
が悩みや病を抱えたときに訪ねるのは、聖者の墓ではなく生きる
alfaのもとである。また、大多数の
alfaは亡くなると
alfaでない住民
と同じく町の北側（外部）にある墓地に埋葬される。死して お（多くの場合には死後にこそ） 信仰の対象にな 他地域の聖者に比べ 、ジェンネ
alfaの役割はより「現世的」である。
 
ジェンネの場合、誰が
alfaであるか、また自身が
alfaであるか否か
は、
人々
の漠然とした総意から導き出される。あの人はイスラーム
の知識をもち非常に敬虔である、彼には恩寵が授けられているだろう、という認識が、彼を
alfaと呼ばれる存在にするのだ。ここで
alfa
とそ でな ものを分けるのは、 聖／俗のあ だの線引きではなく他の者に比べてどの程度イスラームの知識をもっているのか、どれほど 「よきムスリム」 であるかという 相対的 度合の高低 ある。
 
モロッコのイスラームを研究する堀内は、 「暫定的に」としながら
も、 「聖者」という語に関してある提案をおこなっている。それは、「聖者」を「より穏当な「偉人」という語」で称する、 いうものである〔堀内
 1999:319,323〕 。この提案は、本論の冒頭でも述べた、
キリスト教における「聖者（
saint） 」という語がその差異を無視して
イスラームへ転用されたことから生じる問題を解消す ため 提示されている。
 
「偉人」という語は、 「聖」であるか否かを区分するカテゴリーを
想定させず、相対的な度合が判断基準となって る。そ 点で、ジェンネの
alfaを解釈するうえで
も有効な語であろう。 「聖」という語
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を用いないことで、これまでみてきた
alfaの現世的な側面や、
人々の
評価によって変化する
alfaの位置づけも説明可能になる。 しかしさら
に言えば、ジェンネにおいて
alfaが求められる機会は、一般的に抱か
れるであろう「偉人」のイメージのそれよりも頻繁で、
人々
の日常
生活の遍在している。聖者を偉人と呼び代える堀内の提案をジェンネの
alfaの現状に沿って展開させるならば、
alfaはジェンネの
人々
に
とって、 「学識者」 「教師」 「医者」 「師」などの意味も含意する
、
日
本語の「先生」のような存在であると言うこともできよう。
 
alfaは、これまでのイスラーム聖者研究における「聖者」の範疇と
一致する部分をもちながらも、その「現世性 「日常性」の強さから、「聖者」と表現するには合理的と言い難い側面ももっている。
alfa
のこうした位置づけは、これまで イスラーム研究において「聖者と呼ばれてき
人々
を成り立たせる、かれらが生きられているロー
カル・コンテキストの重要性を示唆している。
 
 註
 
１
 
たとえば第一〇第二六節では、以下のように言及されている。「『見な
さい。アッラーの友（ワリー）には本当に恐れもなく、
憂いもないであろ
う』・・・『これら 人々は誰で、どんな種類の人間 か』という問い対しては、『すべてを神に捧げ、常人に勝る信仰を有し、その信仰の度合いによって、諸々の奇蹟を現す力を与えられた人々である』という答えが返される」［
日本ムスリム協会編
 1983:254］。
 
２
一九八〇年代にはいり、この二項対立に通時的な視点をとりいれることで、
両者のあ
いだの歴史的なダイナミズムも説明可能にしたのがゲルナーであ
る〔
G
ellner 1981〕。ゲルナーによると、イスラームの在りかたは、「コミュ
ニティへ規範を与える・・正当性の判定者」であるウラマーに依拠した厳格な一神教的極と、その「オルタナティヴ」である、聖者（マラブー）に依拠したゆるやかな方向へと向かう極のあいだを、
振り子のように動くものだと
いう。ゲルナーはモロッコやチュニジア
の事例をもとに、この振り子は社会
が革命時や危機的状況にあるときは一神教的な極に、平穏なときにはもう一方の極に振れると指摘している〔
ibid.:7-21, 159〕。
 
 
イスラームの諸相を、イスラーム法学者などのイスラームの知識人によ
って担われる「イスラーム文明（
Islam
ic C
ivilization）」と、イスラームを信
仰する大衆によって担われる複数の 「地域文化 （
local cultures） 」 に区分し 〔
von 
G
runebaum
 1955:28-31〕、その後者に聖者の実践や聖者信仰を位置づける見
方は、一九七〇年代頃まで聖者研究の分析枠組みとして用いられてきた。ヴァールデンブルグはグリュネバ ムを踏襲し、「公的イスラーム」と「民衆イスラ ム」という語 区分している〔
W
aardenburg 1978〕。
 
３
 
アフリカのイスラームについて研究した
Ⅴ
・モンテイユは、これにさら
に、
「アラビア語の識字がある」ことと「なんらかの教団に属している」こ
とも加えている
。しかし、これは一部のスーフィズムにおける聖者研究を前
提としたものであり、一九八〇年代以降の複数 ローカル コン キストにおける聖者像とはかならずしも一致しない。
 
４
 
本論におけるジェンネについての記述は、二〇〇七年二月から二〇〇八
年一月までのジェンネにおけ フィールドワークにもとづいている。
 
５
 
ジェンネには一〇以上の異なるエスニック・グループが共存している。
異なるエスニック・グループのあいだでは、町の共通語と ソンガイ語が話されている。ソンガイ
語は、マリ国内では北部地域の
人々を中心に用いら
れている。各地域によって発音や語彙 違 があるため、ソンガイ語の話者は、トンブクトゥ周辺で話され ものを「コイラ・チニ（
koyra chiini）」、
ガオのそれを「コロボロ・チニ（
koroboro chiini）」、ジェンネのそれを「ジ
97－イスラーム「聖者」概念再考への一考察――マリ共和国ジェンネの alfa を事例に 
ェンネ・チニ（
djenné chiini）」（
chiiniは言語、ことばの意）と呼んで区別
している。それにしたがって、本稿ではソンガイ語のジェンネ方言をジェンネ語と表記する。
 
６
 
筆者がジェンネの住民に「
alfaとは何であるか」と問うと、彼／彼女が一
定のフランス語を理解する者 学校の教師など）ならば「
alfaとは
saint（聖者）
である」という答えが返ってくる。コーラン学校に通いアラビア 識字がある者は「それは
m
arabout（マラブー、北アフリカにおける「聖者」のフラ
ンス語表現）である」と答え、それぞれ中東とエジプトでイスラーム諸学問を修めた二人の
alfaは、「それはジェンネの
w
alīといえる」と説明した。
 
７
一九世紀前半にジハード国家を興すセク・アマドゥは、ジハードを起こす
前に
、ジェンネやトンブクトゥのカーディリー教団のもとでも学んでいる。
しかし武力よりも学問的手段でイスラームを強化すべきであるというク
ン
タ系のカーディリー教団に反発し、教団とは対立した〔
ibid.:367-368〕。
 
 
一八世紀頃のジェンネのイスラーム知識人は、交易と学術の交流で密接
なかかわりのあるトンブクトゥと同じく 多くがカーディリー教
（
Q
âdiriyya）
で学んでいた〔
C
uoq 1984:185〕。西アフリカにカーディリー教団のスーフィ
ズムが伝えられ のは一五世紀後半のことで、サハラ砂漠 居住しアラビア語を話す
K
unta（クンタ）と呼ばれる集団を通じてもたらされた〔大塚・小
杉他編
 2002:350〕。トンブクトゥやジェンネではカーディリー教団がもたら
された後も、それが「組織としての力をほとんどもたない」ほどゆ やかな実践がつづいていた〔大塚
 
1999:367〕。トンブクトゥではその後の一八世
紀末に クンタの出のスィーディー・ムスター
ルがカーディリー教団の組織
化を徹底し、教団のネットワークを緊密にした。ジェンネにおけるスィーディー・ムスタールの影響は定か は いが、そ 人的交流の活発さから ジェンネにも彼の影響 も らされていたと考えられよう。
 
 
８
 
コイラ・ココイは現在の行政上の首長（ジェンネ市長）とは異なるもの
の、町の行政上の決定や町全体で討議すべき問題 裁 に大きく関与し、強
い影響力をもっている。町の興り以降、代々ソンガイの
M
aïga家から輩出さ
れて る。
 
９
 
siri alfa以外の
alfaは、 さらに 「
baiyana alfa（バイヤナ・アルファ） 」 と 「
kitao 
alfa（キタオ・アルファ）」の二つに分けられる。
baiyana alfaはジェンネ語で
「知識を進展させ
alfa」を意味し、コーランの読み書きを教えることので
きる
alfaのことだという。もう一方の
 kitao alfaは、ハディースを教えること
がで 、さらによくコーラン学校で知識を得た
alfaである。ハディースと
はアラビア語で「話」「伝承」などの原義をもち、イスラームでは転じて預言者ムハンマドの言行 記録したものを意味する。
 
10 
ジェンネのコーラン学校に通う子どもの人数にかんする統計資料はな
いが、ジェンネのコーラン学校の教師で組織するアソシエーションの代表によれば、一校当たり 生徒数の平均は四五人てい だという また、フ ンス語とアラビア語でイス ーム教育をおこなうメデルサといわれる学校もジェンネに二校あり、その生徒の合計は一九一人 あ 〔
C
A
P 2005〕
。
これ
をもとに計算すると で とメデルサに通う生徒は二七五六人にのぼる。これは コーラン学校に通うのとほぼ同じ年代（五～一四歳の人口三五一五人）の約七八．八％にあた 〔
D
N
U
H
 2005:21〕。また、ジ
ェンネに六校ある小学校（六、 歳から通い始め順調に進級す ば一二、三歳頃に修了）の生徒数三三一六人の約八三．一％ あ ［
C
A
P 2005］。
 
11 
西アフリカの
イスラーム学問の中心地であるジェンネの高等コーラン
学校で指導を受けようと、
ジェンネの町の外からやってくる者も多い。たと
えばジェンネでは「由緒ある」
alfaの家系と言われているテラ家の高等コー
ラン学校では、
二〇人が首都バマコや隣国ブルキナ・ファソ、コート・ジボ
ワールなどのジェンネ外からやってきている。テラ家
alfaのひとりである
ブバカル・テラ 話によれば、彼が子供だったころ 約三〇年前）には、同じく
alfaであった彼の父のもとで一〇〇人以上の他所からやって来た生徒が
いたという。
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12また、
alfa
のあいだで中東というイスラームの「中心地」で学んだ経験が
あることが必ずしも高く評価されるわけではなく、「一度も他所で学んだことがなくジェンネでずっと学んできた」ことが、時に誇らしさをもって語られる。これは、ジェンネの
alfa
が彼らの町のイスラーム学術都市としての充
実を自負しているからであろう。
 
 
ここで現在のジェンネの
alfa（とくにコーラン学校の教師をつとめる
baiyana alfaと
kitao alfa）がイスラームのどの宗派に属するのか、という問題
について言及しておきたい。ジェンネの
alfaに宗派や帰属している教団は何
かと尋ねる 、「特 ない」という返答か、彼が長年付いて学んだ
alfaの名
前が挙げられ 。特定の派の名前を挙げる
alfaも数名いたが、彼らはいずれ
も若い頃に中東やエジプトなど 外国に留学した経験をもっていた。現在のジェンネにおいてどの宗派かという問題は重要視されておらず、
alfaのあい
だ も住民のあいだでも、この違いで問題が生じるといったことは見られない。
 
13 
一万五千セーファ・フランは日本円にして三千七百円ていど。ジェンネ
の物価の目安としては、洗濯固形石鹸が一二五、パンが一本百 工場製のプリント綿布（約一．三ｍで女性の巻スカート 着分）が千六百セーファ・フランである。収入例としては、大工などの熟練労働者の親方で一日二千セーファ・フラン。毎日現金収入 見込めるわけ はない生業 場合、 万五セー は決して くはない。
 
14 
干ばつ時のそうした経験をふまえ、今日では、
alfaのアソシエーション
や各街区の代表者らが
、
干ばつ以前の高いままに保たれ
ている「相場」の引
き下げについて話し合ったり、一九九〇年代後半からは女性 アソシエーションが講をつくっ 、儀礼に必要な資金をやりくりしたりしている。
 
15 
siri alfaのなかには、一年のうち何ヶ月かを、より「客」の多い首都です
ごす者もいる。首都に住む親族や知り合いの家を拠点に、彼の評判を聞いてやってきた人々
の相談にのるという。
 
16
 
 
Ｄ．ジャキテは、ジェンネ内にある「聖者（
saints）の墓」を記した町の
地図を作製している。ここに記載された墓すべてがかならずしもイスラームの聖人のものでなく、現在のジェンネの町を築くときに土地の精霊を鎮めるため人身御供として生き埋めに
されたといわれる女性タパマ・ジェネポの墓
も含まれている〔
D
iakité 2000〕。
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Reconsideration of the Concept of Islamic 
“Saints” with a Case of alfa in Djnné, Mali 
ITO  Miku 
 
 
In the many parts of Islamic world there are people who are considered to have special power given by 
Allah. Muslims respect and call them in their local appellations. Studies of Islamic “Saints” have enclosed 
such people as “Saints” irrespective of their local variation. As the term of “Saints” has its origin in the 
Christianity, validity of its appropriation to Islamic practices has been discussed.  
This paper presents a reconsideration of the term and concept of Islamic Saints with a case of alfa in 
Djenné, West Africa. Djenné is one of islamic study centers in Sub-Saharan Africa and there are many 
people who are called alfa. Alfas being considered to have special power given by Allah, they play 
important role in people’s every-day life and life cycle as teacher of Koranic school, local Islamic leader, 
maker of talisman, predictor, traditional medical doctor and so on. We can find some common aspects to 
other Islamic “saints” in their roles in the society of Djenné. But their relation with people seems more 
“secular.”  
Such roles and activities of alfa in Djnné rouse the importance of focusing on the local context in the 
studies and discussion on “Islamic Saints.”     
 
Keyword:Islam, Saint, West Africa, Mali, Djenné 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
